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一一一一一 この限界は

集包装tö: . 列車標識その

他特極の裟1r1を考慮しな

い車両の主体(一般の11工

同に共通な 111休 ・ 台111)

に対する基礎的な限界を

示す。
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おゅ・aょü:ti:u:~'-'-" -' 111 (当時の'iIFI1のばねは
比絞的たわみ易かった)

について傾斜の試験を行

った結果， レーノレ図上585

mm の点を中心として，

左右 610 mm の点が水平

より上 F各政大 32 mm tご

け移動することを認めた

受ìl(f総 ・ クレー γその他特極の装置で，使用する場合における から，これを車両の最大傾斜と仮定し，その幼合におし、ても 111

ものおよびラ γ クレーノレ JIJ 歯車はこのかぎりでない。 両限界の上部は， m築限界と少くとも 150mm のすきまを有す

111両が山総軌道上正1立において，その中心線が軌i[í中心線か るようにきめてある。

らかたよったJJ;}合においても，その各部が別に定められた曲線 車両限界の怖は大正 10年改正の旧限界の桁 3 ， 100mmから 100

軌道における建築限界の拡大134の値を，各fI[lJに加l1 した限界外 mm を滅じたのであるが ， 1日限界の怖はまず客111に対して必裂

にけ1てはならない。 な寸法を求め， なお後|剥111およひ.貨車のfiIi迭をも考慮して定め

この規定は線路等級 ))IJにかかわらず同ーのものとしている。 たものである。すなわち客車の中央長手に通路を設け， その両

凶 l は直線軌道における車両限界を示すもので， L正位におい 側に 2 人ずつ並ぶ徽手座席を設けるものとし，これに車体制的背

て1 とは IIï1本の中心ならひ.に車輪各一対の中心が， 軌道中心線 のl亭さをとって 3.100mm としたのである。本限界において簡を

と一致し， 11川本がレーノレ聞に対して傾かない{立位をいうのであ 旧限界より 100 mm 滅じて 3，000 mm としたのは，車両の構造上

る。 IJ11線 il此JUにおいて :h "/トのある湯合，車両限界はプ'J './トに 必ずしも 3， 100 mm なくとも忍び得るし，また古い建築限界によ

伴なってほi くわけであり，この場合建築限界もカ γ トに伴なつ ってできている来降場の改築， その他言首位の lJHi'，'を考慮してこ

て傾けるのである。また巡転中限l帰によってばねがたわみ， 111 れを適当と認めたからである。

休がレ ー ノレ聞に対して傾いた場合は限界外に出ることになるが， この中日は上部iから下部までとおして 3，000 mm とな っ ている

それを考隠して建築限界とのすきまが定められているのである。 が，こうすると台車の左右ばねのE巨般を大きくでき ， 111両の綴

ただし車輪 ・ QWI受メタノレなどがすりへり，または荷重によって 励ならびに安全皮をよくすることができる利点がある。

mばねがたわんで高さに変化があって も，この限界の外にl1\て 本限界の下部におけるレーノレ聞とのすきま 75 mm は，ばねに

はならないのである。 よる上下旬Jその他を考慮して，建築限界とのすきまを 50mm と

規定において除外した各号はっき.のとおりである。 し，これに建築限界とレーノレ簡とのすきま 25 mm を加えたもの

1 111輸はレ ーノレ間を左右に遊勤し， また111輪およびレ ーノレ である。また本限界の下の両隅を斜めに!7J欠いているのは， 紛

がすりへる以If系上， レーノレに対する車輸の限界を定めること は 路建造物の関係上このようにするのが有利なためてーある。

閤主主であるから ， 他の規定でその寸法の制限を定めて本規制、 一一一一一一 車両のばね下の部分は運転中上下動をしな

らは除外したのである。 Lタイヤの脈以内における車輸の部分1 いから ， 車両が停止中の場合を考えると ， ばねの作用によって

とはタイヤ・輸心などをいうのである。 上下動をする部分よりもレーノレ而 と のすきまが少な くて よい。

2 L停止中に開閉する戸1 とは 2 取h客車の外開き戸， j!!f;奈貨 Jlli転 "1コにおけるばねによる上下動のf置はIfねのたわみ ・ 運転速

事のあおり 戸などである。外開き戸のある答率は今は国鉄には !ÎÉ ' 線路の状態などによって異なるものであるが， これを最大

ない。 25 mm と見込んで， 基礎限界のすきま 75 mm から滅じて 50 mm

3 雪かき装置 ・ 郵便受波止fi: . ?レ ンその他これにJ'jíする としたのである。

装置2を{克Hlする場合には， 111両限界の外に出てもよいが，使用 電気車両の台車にIIX付いている電動機のように， 一端がばね

しない場合には限界内に納まらなければならない。 のh島幸揮を受けない耳目lilhに ， 他企111がばねの J~~揮を受ける台車わく

4 ラックレ ーノレ用歯車は 1 で除外 した Lïlï輸の部分1 と同 にIIX付 いている場合には，その中間部に対してはììíJ記のすきま

織の芯味でこれを除外したのである。 を適当に考慮すべきである。

図 I の車両限界には極々の場合に対する限界がいろいろの 一。一。ー。一。 この限界は列車の後部際識 . 'lfL llïの戸じめ
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